
出
雲
方
言
の
位
置
ー
日
本
一
語
地
図
を
利
用
し
て
！

は
じ
め
に

筆
者
は
、
二
年
生
の
時
あ
る
講
義
の
な
か
で
、
松
本
清
張
の
『
砂

の
器
』
と
い
う
小
説
の
話
を
聞
い
た
。
先
生
の
お
話
で
は
、
小
説
の

な
か
の
犯
人
は
ズ
！
ズ

l
弁
を
使
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
響

察
で
は
そ
れ
だ
け
を
頼
り
に
東
北
地
方
を
機
査
し
て
い
た
の
だ
が
、

実
は
、
全
く
反
対
方
向
の
島
根
県
の
出
雲
地
方
に
も
東
北
地
方
と
同

じ
ズ

l
ズ

l
弁
を
使
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
犯
人
は
そ
こ
の
出
身
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
こ
の
事
に
非
常
に
興
味
を

覚
え
、
早
速
そ
の
本
を
購
入
し
読
ん
で
み
た
。
す
る
と
、
小
説
自
体

も
と
て
も
面
白
く
、
長
編
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
数
日
で
読
み
上

げ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
そ
れ
以
上
に
、
何
故
、

東
北
地
方
と
出
雲
地
方
と
い
う
遠
く
離
れ
た
こ
つ
の
場
所
で
、
同
じ

よ
う
な
発
音
が
行
わ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
の
ほ
う
が
気
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
、
何
か
機
会
が
あ
れ
ば
調
べ
て
み
た
い
と
患
っ
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
こ
の
度
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
是
非
こ
の
島

恨
県
出
雲
地
方
の
方
言
に
つ
い
て
、
他
地
点
と
の
比
較
も
交
え
て
少

白

石

智

子

し
ば
か
り
研
究
し
て
み
た
い
と
考
え
た
。

本
稿
で
対
象
と
す
る
地
点
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

の
中
心
で
あ
る
出
雲
市
、
そ
し
て
同
じ
島
根
県
か
ら
浜
回
市
と
県
庁

所
在
地
の
松
江
市
を
取
り
上
げ
る
。
島
根
県
が
属
す
る
中
園
地
方
か

ら
は
県
庁
所
在
地
の
山
口
市
｛
山
口
県
）
、
広
島
市
｛
広
島
県
）
、
は

岡
山
市
（
岡
山
県
）
、
鳥
取
市
（
鳥
取
県
）
。
そ
れ
か
ら
日
本
海
側

を
北
上
し
、
北
陸
地
方
か
ら
福
井
市
（
福
井
県
）
、
金
沢
市
（
石
川

県
）
、
富
山
市
｛
富
山
県
）
、
新
潟
市
（
新
潟
県
）
、
東
北
地
方
か

ら
山
形
市
（
山
形
県
）
、
秋
田
市
（
秋
田
県
）
を
取
り
入
れ
た
。
ま

た
、
島
根
県
で
浜
田
市
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
浜
田
市
が
含
ま
れ

る
石
見
地
方
で
は
石
見
方
言
が
行
わ
れ
山
陽
色
が
強
い
と
さ
れ
る
こ

と
か
ら
そ
れ
を
検
証
す
る
た
め
に
取
り
上
げ
た
。
日
本
海
側
を
北
陵

か
ら
東
北
ま
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
日
本
海
沿
岸
一
帯
が
も
と
も
と
か

な
り
似
た
言
語
状
態
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
が
あ
る

た
め
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
ら
の
地
点
の
言
語
情
報
は
、

し
た
。

ま
ず
本
稿

日
本
言
語
地
図
か
ら
選
定
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方

法

出
雲
方
言
と
中
園
地
方
、
北
陸
地
方
、
東
北
地
方
で
行
わ
れ
る
方

言
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
調
べ
る
た
め
に
、
前
節
に
あ
げ
た
一
三
地

点
を
選
ん
だ
。
そ
し
て
そ
の
地
点
各
骨
で
、
あ
る
言
葉
に
対
し
て
ど

う
い
う
言
い
方
を
す
る
か
を
日
本
言
語
地
図
か
ら
抜
き
出
し
、
お
互

い
に
比
較
し
、
そ
の
相
違
点
を
点
教
化
す
る
（
点
数
化
の
方
法
は
後

述
）
。
そ
れ
を
言
語
地
図
各
項
目
に
わ
た
っ
て
行
い
、
統
計
す
る
と
、

あ
る
地
点
か
ら
見
た
と
き
の
他
の
地
点
と
の
相
対
的
な
言
語
的
距
離

が
点
数
化
さ
れ
る
。
こ
れ
を
一
三
地
点
全
て
に
対
し
て
行
う
と
、
相

互
の
言
語
的
な
距
離
が
見
え
て
く
る
。
つ
ま
り
、
相
対
的
な
関
係
の

度
合
い
が
相
違
度
の
合
計
点
の
比
較
で
わ
か
る
の
で
あ
る
。

今
回
は
、
日
本
言
語
地
図
か
ら
語
棄
の
み
一
二
五
項
目
を
採
っ
た
。

語
禦
の
み
を
採
っ
た
理
由
は
、
語
集
と
い
う
も
の
は
文
化
（
言
語
文

化
）
を
最
も
直
接
に
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

具
体
的
な
点
数
化
の
方
法
を
次
に
示
す
。
異
な
り
度
合
い
を
一

O

点
満
点
か
ら

O
点
ま
で
の
聞
で
次
の
よ
う
に
殺
定
す
る
。

O
点

同

じ

形

の

場

合

二
点
語
尾
の
み
異
な
る
も
の

四
点
同
系
統
と
思
わ
れ
る
も
の
の
最
低

同
系
統
の
語
が
複
数
あ
る
場
合
の
最
低

同
系
統
と
異
系
統
の
語
が
同
時
に
あ
る
場
合
の
最
低

六
点

八

点

そ
の
う
ち
一
つ
の
語
尾
の
み

異
系
統
の
語
が
二
つ
あ
り
、

共
通
の
場
合

一
O
点

全

く

異

な

る

語

形

の

場

合

以
上
、
こ
の
六
つ
を
基
本
に
し
て
あ
と
は
相
違
度
の
程
度
に
応
じ
て

点
教
化
す
る
。

点
数
化
に
よ
る
結
果
及
び
分
析

以
上
の
よ
う
な
方
法
で
各
地
点
間
相
互
の
相
違
度
を
点
数
化
し
合

計
す
る
と
後
に
示
す
表

3
の
よ
う
に
な
る
。
同
じ
枠
内
で
上
方
に
示

し
て
い
る
数
字
は
各
地
点
の
点
数
を
満
点
の
一
二
五

O
点
で
割
っ
た

も
の
で
、
比
較
す
る
地
点
と
の
相
違
度
を
パ
ー
セ
ン
ト
で
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
図
に
よ
り
こ
れ
ら
各
地
点
の
直
線
距
離
を
調

べ
て
表
に
し
た
も
の
が
、
後
に
示
す
表

4
で
あ
る
。

本
稿
で
は
単
回
帰
分
析
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
・
分
析
を
行
っ
た
。

今
回
は
変
数
に
距
離
の
み
を
と
り
計
算
を
行
っ
た
。
表

3
（
相
違
度
）
、

表

4

（
距
離
）
の
全
デ

1
タ
（
七
八
件
）
を
も
と
に
計
算
を
行
う
と

次
の
式
が
得
ら
れ
る
。

Y
H
Z
・
戸
田
町
臼
＋

0・
0
N
Z
X
（
相
関
係
数

0・
弓
明
）

Y
は
予
測
値
｛
単
回
帰
分
析
か
ら
得
ら
れ
る
あ
る
地
点
の
予
怨
さ

れ
る
相
速
度
｝

こ
れ
で
は
相
関
係
数
が
低
い
の
で
、
筆
者
は
相
関
係
数
を
信
骸
の
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置
け
る
儒
に
引
き
上
げ
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
を
考
え
て

計
算
を
や
り
直
し
て
み
た
。
し
か
し
、
全
く
言
語
状
態
が
遵
う
と
考

え
ら
れ
る
中
国
地
方
を
除
い
た
日
本
海
側
の
地
点
だ
け
に
し
た
り
、

距
離
が
離
れ
す
ぎ
て
い
る
山
形
・
秋
田
、
京
都
文
化
の
影
縛
が
強
い

と
考
え
ら
れ
る
徳
井
・
金
沢
を
除
い
て
計
算
し
て
み
て
も
、
一
向
に
相

関
係
数
は
上
が
ら
ず
、
逆
に
下
が
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
島
根
県
か
ら
採
っ
た
三
地
点
の
う
ち
山
陽
色
が
強
い
石
見
方
言

が
行
わ
れ
る
と
い
う
浜
田
市
を
除
い
て
み
て
は
ど
う
か
と
思
い
、
上

述
し
た
も
の
と
組
み
合
わ
せ
、
日
本
海
側
の
地
点
か
ら
、
福
井
・
金

沢
・
板
間
を
除
い
て
計
算
を
行
っ
て
み
た
。

Y
H
2・
4
2
u
＋
D

・
0
N
Z
X
（
相
関
係
数

0・

s
s・
－
－
式
八

す
る
と
、
格
関
係
数
が
か
な
り
高
く
な
り
、
十
分
信
頼
す
る
に
足

る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
こ
の
式

A
を
採
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
デ

ー
タ
を
カ
ソ
ト
し
た
部
分
は
こ
の
式

A
に
よ
っ
て
計
算
を
行
い
、
新

た
に
予
測
値
・
誤
差
を
算
出
す
る
。

他
の
パ
タ
ー
ン
で
計
算
し
た
も
の
の
う
ち
相
関
係
数
が
八
割
を
越

え
た
も
の
は
そ
の
回
帰
グ
ラ
フ
を
後
に
示
す
。

次
に
、
グ
ラ
フ
の
横
軸
に
距
離
、
縦
軸
に
相
違
度
を
と
っ
て
、
表

3
・
表

4
か
ら
得
ら
れ
る
デ

l
タ
を
申
聞
き
込
み
、
さ
ら
に
上
で
得
ら

れ
た
式

A
を
同
じ
グ
ラ
フ
に
書
き
込
む
と
図

A

1
図

M
が
得
ら
れ
る
。

（
図

A

1
図

M
は
後
に
示
す
。
図
中
の
ハ

U
は
雲
伯
方
言
区
、
［
は

中
国
地
方
、
［
は
北
陸
地
方
、
］
は
東
北
地
方
を
そ
れ
ぞ
れ
一
不
す
。
）

表3 二地点聞の相違度の点数化及びその百分率

｜＼ 山口 松江 出雲 浜田 広島 岡山 鳥取 福井 金沢 新潟 山形 秋田 富山

＼ 44. 2 41. 0 28. 6 31.4 羽 3 39. 3 43. 7 45. 3 45. l 55. i 62.』 48. 6 
山口 5日 513 357 393 479 491 546 566 564 696 780 608 

44. 2 ｜＼ 23. 4 幻.7 47. 6 42. l 40. 4 日ι 48. 4 50. 0 55. l 60. 2 48. 9 
松江 553 293 471 595 527 505 635 605 625 689 753 611 

41. 0 23 4 ＼ 32. 5 44. 2 35. 0 33. 9 45. 4 44. 8 45. 4 51. 9 57.4 44. I 
出撃 513 2幻 406 552 437 424 567 560 5町 649 il7 551 

28. 6 37. 7 32. 5 I~ 30. 7 28. l 27. 3 37. 4 39.1 37. 7 到。9 52. 6 39. 6 
浜田 357 471 406 384 351 341 467 489 471 636 白7 495 

31.4 47.6 44. 2 30. 7 ｜＼ お.5 沼.0 43 4 44. 5 45. 6 56. 2 62. 6 47. 8 
広島 調3 595 552 お4 419 475 臼2 556 570 703 7幻 598 

38. 3 42 I お.0 28. l 33. 5 ＼ 26. 6 37. 4 37. 9 38. l 51. 4 幻.0 35. 8 
岡山 479 527 437 351 419 お3 467 474 476 642 662 448 

39. 3 40 4 33.9 27. 3 38.0 26. 6 ＼ 40. 2 37. 7 42. 8 図。 56. 2 38. 5 
鳥取 491 505 424 341 475 お3 503 471 535 関2 702 481 

43. 7 50.8 45.4 37. 4 43. 4 37.4 40. 2 ［＼ 26 0 38 1 5&6 57. 9 27. 0 
福井 546 635 567 467 542 467 503 325 484 670 724 志賀

45. 3 48.4 44. 8 39. l 44. 5 37. 9 37. 7 26. 0 ＼ 37.0 55. 3 日.4 25. 9 
金沢 566 605 弱。 489 556 474 471 325 4旬 691 692 324 

45. l 50.0 45.4 37. 7 45. 6 羽 l42. 8 38. 7 幻.0 ＼ 訂.1 49. 6 I 38. 2 
新渇 部4 6お 567 471 570 416 幻5 484 463 471 位0 411 

55. 1 55.1 51. 9 50. 9 56. 2 51.4 53. 0 53. 6 55. 3 37. 7 ｜＼ 41 0 52. 4 
山形 5鉛 689 649 636 703 642 662 610 691 471 513 655 

62.4 60. 2 57. 4 52. 6 62. 6 53. 0 56. 2 5~2~ I ~9~ 4~2~ 41. 0 ｜＼ 日.7 
秋田 780 753 717 657 783 662 702 513 671 

48. 6 48. 9 44. I 鈎 6147.8 35. 8 38. 2 52.4 53. 7 ＼ 富山i608 6111日l 495 598 448 481 :m 324 4π 655 671 
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表4 二地点簡の距緩

~ 山口 松江 出雲 浜田 広島 岡山 ，鳥取 福持 金沢 新海 山形 政回 富山

山口ヘ210 182 102 ω 239 2鈎 489 548 810 926 992 600 

栓江 2!0 ＼ 30 117 131 120 107 2鎚 348 606 °123 783 399 

出雲 182 30 入＼ 81 llO 132 135 326 378 636 752 812 431 

浜田 102 117 81 ト＼ 65 173 209 401 456 716 831 893 401 

広島 99 131 !lO 邸 ト＼ 140 204 392 452 714 旬。 叩2 504 

岡山 239 120 !32 173 140 卜＼ 鉛 261 326 588 702 786 374 

鳥取 2鈎 107 135 209 204 96 ＼ 192 249 512 627 701 300 

福井 489 296 326 401 392 261 192 卜＼ 回 327 440 531 113 

金沢 548 348 378 456 452 326 249 68 ＼ 263 378 464 53 

新潟 810 SC市 636 716 714 588 512 327 2臼 ト＼ 117 221 215 

山形 926 花3 752 831 830 702 627 440 378 117 ＼ 164 327 

秋田 関2 783 812 893 902 786 701 日l 464 221 164 ト＼ 422 

富山 600 3鈎 431 401 504 374 加。 113 53 215 327 422 ｜＼ 

選
択
し
た
話
集

一
ふ
け
（
雲
脂
）

N

か
お
（
顔
）

ω

ほ
ほ
（
頬
）

デ
あ
ご
（
顎
）
｜
全
体
閉
め
（
目
）
由
ま
ゆ
げ
（
眉
毛
）

一
も
の
も
ら
い
（
麦
粒
腫
｝
∞
・
は
な
（
鼻
）
由
み
み
（
耳
｝

ζ

く
ち
（
口
）
ご
・
く
ち
び
る
（
唇
）
日
N

・
し
た
（
舌
）

二
’
つ
ば
（
唾
）
工
・
よ
だ
れ
（
誕
）

5
お
や
ゆ
び
｛
親
指
）

5
．
ひ
と
さ
し
ゅ
び
（
人
指
し
指
）
コ
・
な
か
ゆ
ぴ
（
中
指
）

円
∞
・
く
す
り
ゆ
ぴ
（
薬
指
）
】
由
こ
ゆ
ぴ
（
小
指
）

N
D

ゆ
ぴ
（
指
）
の
総
合
図
ど
・
し
も
や
け
｛
凍
傷
）

N
N

か
か
と
（
燈
）

N
U

－
み
ず
お
ち
（
鳩
尾
）
立
・
あ
か
（
垢
）

N
m
－
ほ
く
ろ
（
黒
子
）
｜
大
き
い
も
の

N

白
・
お
と
こ
（
男
）

N
4
．
お
ん
な
（
女
）

N

∞
ひ
ま
ご
（
曾
孫
）

N
U
・
お
じ
い
さ
ん
（
祖
父
）

ω
0

．
た
こ
｛
凧
）

臼
一
た
け
う
ま
｛
竹
馬
）
巴
お
て
だ
ま
｛
お
手
玉
）
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・
お
に
ご
っ
こ
（
鬼
ご
っ
こ
）
ど
・
か
く
れ
ん
ぼ
（
隠
れ
ん
坊
）

2
・
お
か
ね
（
貨
幣
）

2
・
お
つ
り
｛
釣
銭
）

2
・
い
と

2
．
も
め
ん
い
と
｛
木
綿
糸
）

2
・
わ
た
（
綿
）

品0
．
ま
わ
た
（
真
綿
）
土
・
せ
ん
た
く
（
洗
溜
）

芯
せ
と
も
の
（
陶
磁
器
）

2
・
す
り
ば
ち
（
婿
鉢
）

主
ま
な
い
た
（
姐
板
）
品
目
・
こ
め
ぴ
つ

主
こ
め
｛
米
）

2
う
る
ち
（
梗
米
）

主
も
み
が
ら
（
籾
殻
）
吉
’
ぬ
か
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回
一
さ
つ
ま
い
も
（
甘
藷
）
凹
N

・
か
ぼ
ち
ゃ

2
・
な
す
（
茄
子
）

Z
・
と
う
も
ろ
こ
し
｛
玉
萄
黍
）

2
・
と
う
が
ら
し
（
蕃
叡
）
回
目
・
た
（
水
田
）

1
区
画

2
・
た
（
水
田
）
l
集
合
間
∞
あ
ぜ
（
畦
畔
）
山
田
J

は
た
け
（
畑
〉

2
・
か
か
し
（
案
山
子
）
由
ケ
い
え
（
家
屋
〉

2
・
ふ
す
ま
（
模
障
子
）

2
・
に
わ
（
庭
園
）
主
・
い
ど
（
井
戸
）

2
・
は
や
し
（
林
）
自
由
・
う
ま
（
馬
）
ヨ
・
う
し
（
牛
）

2
・
お
う
し
（
牡
牛
）

2
・
め
う
し
（
牝
牛
）

4
0
・
こ
う
し
（
仔
牛
）
コ
・
も
う
も
う
（
牛
の
鳴
き
声
）

己
・
も
ぐ
ら
（
土
竜
、
僅
鼠
）
弓
・
ふ
く
ろ
う
（
集
）

二
－
せ
き
れ
い
（
鶴
鵠
）
斗
叩
・
す
ず
め
（
雀
）
斗
由
・
と
さ
か
（
鶏
冠
）

ゴ
・
う
ろ
こ
（
鱗
）
叶
∞
・
か
え
る
｛
鮭
｝
叶
由
・
と
か
げ
（
蛸
錫
）

∞0
・
へ
び
（
蛇
）
∞
一
ま
む
し
｛
媛
）
∞
N

・
か
ま
き
り
〈
鎗
郷
）

2
・
と
ん
ぼ
（
婿
鈴
）
主
・
は
え
（
蝿
）
∞
m
・
く
も
（
蜘
妹
）

2
・
く
も
の
す
（
蜘
蜂
の
巣
）
∞
4

・
な
め
く
じ
（
抵
織
）

2
・
ど
く
だ
み
（
葺
菜
）

2
・
き
の
こ
（
茸
、
車
）

2
・
ま
っ
か
さ
（
松
舘
）
吉
・
た
け
（
竹
）
由
N

－
と
げ
（
裂
片
）

Z
－
と
げ
（
刺
、
練
）
主
・
た
い
よ
う
（
太
陽
）
回
日
・
っ
き
｛
月
）

2
・
あ
め
｛
雨
）
吉
・
つ
ゆ
（
悔
雨
）

2
・
ゅ
う
だ
ち
（
夕
立
雨
）

2
・
か
み
な
り
（
雷
）

E
0・
に
じ
｛
虹
）
－

2
・
ゆ
き
（
雪
）

H
O
N
－
こ
お
り
（
氷
）
目
白
臼
・
つ
ら
ら
（
氷
柱
）

】
2
・
じ
し
ん
（
地
震
）

E
m－
つ
む
じ
か
ぜ
（
旋
風
）

（
南
瓜

呂

田

け

む

り

－

0
4

’
ゆ
げ
（
蒸
気
）

l
湯
の
場
合

目
。
や
ゆ
げ
（
蒸
気
）
｜
飯
の
場
合
－

2
・
に
お
い
（
芳
香
）

ニ
ロ
・
は
い
（
灰
）
】
ご
・
ほ
こ
り
｛
後
）

ニ
ド
ご
み
（
自
に
入
る
も
の
｜
塵
）
ご
∞
お
と
と
い
（
一
昨
日
）

ご
子
お
と
と
い
の
ば
ん
（
一
昨
晩
）
ニ
聞
き
の
う
｛
昨
日
｝

ご
∞
・
さ
く
ば
ん
（
昨
晩
）
ニ
4

き
ょ
う
（
今
日
）

ご
や
こ
ん
ば
ん
（
今
晩
）
ニ
申
・
あ
し
た
（
明
日
）

－N
0
・
あ
し
た
の
ば
ん
（
明
晩
）
】
巴
・
あ
さ
っ
て
（
明
後
日
）

－N
N
・
し
あ
さ
っ
て
（
明
明
後
日
）
－
N
ω

・
な
の
か
（
七
日
）

】N
A

・
こ
こ
の
か
（
九
日
）
－
N

日
・
い
く
つ
｛
何
歳
）

煙
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四

考
察

前
節
で
得
ら
れ
た
図

A

1
図

M
を
見
る
と
、
式

A
で
表
さ
れ
る
直

線
よ
り
下
に
位
慣
す
る
都
市
と
上
に
位
置
す
る
都
市
と
が
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
上
に
位
置
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
距
離
の
割
に
は
言
語
の
相

違
度
が
大
き
く
、
下
に
位
置
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
距
離
の
割
に
言
語
の

相
違
度
が
小
さ
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
直
線
に
近
い
ほ
ど
、

言
語
が
距
離
と
見
合
っ
た
相
違
度
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
以

下
、
こ
れ
ら
の
図
に
基
づ
い
て
考
察
を
進
め
る
。

図
A
、
山
口
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
て
ほ
と
ん
ど
の
対
象
地
点
が
直
線
よ
り
下
に
位
置
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
選
択
し
た
諸
地
点
に
お
い
て
言
語
的
に
非
常
に

開
放
的
な
都
市
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
直
線
よ
り
上
に

位
置
す
る
の
は
松
江
市
（
誤
差
晶
・

ω
H
直
線
か
ら
品
・

ω
%
上
方
に
位
置

す
る
と
い
う
こ
と
を
表
す
。
以
下
同
様
｝
と
出
雲
市
｛
誤
差
ケ
由
）

だ
け
で
あ
り
、
距
離
曜
の
割
に
は
言
語
的
な
異
な
り
が
大
き
い
こ
と
を

示
す
。松

江
市
と
出
雲
市
は
と
も
に
雲
伯
方
言
区
に
入
り
、
同
じ
中
園
地

方
で
も
か
な
り
特
殊
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
結
果
が
出
た
の
だ

ろ
う
と
思
う
。
し
か
し
、
同
じ
島
根
県
で
も
浜
田
市
（
誤
差
1
∞－
N

）

は
直
線
よ
り
か
な
り
下
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
先
述
し
た

よ
う
に
言
一
一
詩
的
に
非
常
に
近
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
て
、

琉
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
の
対
象
地
点
は
、
広
島
市
（
誤
差

l
m
・
3
、
岡
山
市
（
誤

差
1
N
E
、
鳥
取
市
（
誤
差
｜
ω
－
N）
、
福
井
市
（
誤
差

1
十
三
、

金
沢
市
（
誤
差
｜
デ
己
、
新
潟
市
（
誤
差

1
5・
土
、
山
形
市
（
誤

差

l
目

N｝
、
秋
回
市
｛
誤
差
｜
0

・
と
、
富
山
市
｛
誤
差

l
N
・
5
と、

い
ず
れ
も
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
他
の
対
象
地
点
が
ほ
ぼ
直
線
に
沿
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

距
離
の
離
れ
て
い
る
新
潟
が
距
離
よ
り
か
な
り
下
方
に
位
置
し
て
い

る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

か
な
り
交

図
B
、
松
江
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
て
、
ほ
と
ん
ど
の
対
象
地
点
が
直
線
よ
り
上
に
位
置

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
言
語
的
に
非
常
に
孤
立
し
て
い
る
と
言
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
出
雲
市
（
誤
差
｜
ご
・
日
）
と
新

潟
市
｛
誤
差
ー
一
日
）
の
二
地
点
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
山
口
市
｛
誤
差
ム
・

3

浜
田
市
（
誤
差

c
g
、
広
島
市
｛
誤
差
］
0

・
5

、
岡
山
市
（
誤

差
十
三
、
秋
田
市
｛
誤
差
∞
・

3

、

富

山

市

（

誤

差

？

と

の

九
地
点
。
山
形
市
｛
誤
差
。
・
こ
は
距
離
に
見
合
っ
た
位
置
に
あ

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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中
園
地
方
で
山
陽
地
方
の
三
県
が
相
逮
度
の
大
き
い
こ
と
は
予
想

し
て
い
た
通
り
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
日
本
海
側
で
隣
県
の
鳥
取
も
直

線
よ
り
上
に
位
置
し
た
こ
と
は
意
外
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
か
ら
、
鳥

取
市
は
兵
庫
県
に
隣
接
し
て
お
り
そ
ち
ら
の
影
響
が
強
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
同
じ
北
陸
地
方
で
、
新
潟
市
だ
け
が
直
線
よ
り
下
で
、
他
の
福

井
市
・
金
沢
市
・
富
山
市
が
直
線
よ
り
上
な
の
は
そ
の
文
化
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
京
都
文
化
の
影
響
が
強
い
た
め
と
恩
わ
れ
る
。

図
C
、
出
雲
市
か
ら
見
た
場
合

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
山
口
市
（
誤
差
ケ

ε

島
市
｛
誤
差
ア
巴
、
循
井
市
（
誤
差
｜
N

・
ご
の
三
地
点
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
松
江
市
（
誤
差
｜
ご
・

3
、

浜
田
市
（
誤
差
1
臼
コ
、
岡
山
市
｛
誤
差

l
N・
ご
、
鳥
取
市
（
誤

差

1ω
・
5
、
新
潟
市
（
誤
差

1
4
・
5
、
山
形
市
（
誤
差

lω
・
5
、

富
山
市
（
誤
差

l
N
・
3

の
七
地
点
。

金
沢
市
（
誤
差

l
o－
－
）
、
秋
田
市
（
誤
差

1
0
・N

）
は
距
離
に
見

合
っ
た
位
置
に
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

全
体
的
に
見
て
、
同
じ
雲
伯
方
言
区
の
松
江
市
と
か
な
り
異
な
っ

た
様
相
を
示
し
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
出
雲
市
の
ほ

う
が
特
殊
で
あ
る
と
い
う
の
が
定
説
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
図
か
ら
見
る

と
松
江
市
よ
り
も
出
雲
市
の
ほ
う
が
解
放
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る

し
か
し
、

図
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
出
雲
市
と
松
江
市
自
体

は
非
常
に
近
い
言
語
状
態
に
あ
る
と
言
え
る
。

広

図
D
、
浜
田
市
か
ら
見
た
場
合

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
松
江
市
｛
誤
差
0

・
3
の
一
地

点
だ
け
で
あ
り
、
言
語
的
に
非
常
に
開
放
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
他
の
対
象
地
点
は
、
山
口
市
（
誤

差
｜
∞
－
N

）
、
出
雲
市
｛
誤
差
｜
ω
・
3
、
広
島
市
（
誤
差
｜
印
・

3
、

岡
山
市
（
誤
差
！
日
0

・
5
、
鳥
取
市
（
誤
差

1
5・
5
、
福
井
市

（
誤
差

l
∞
・
こ
、
金
沢
市
（
誤
差

l
∞・
0

）
、
新
潟
市
（
誤
差
｜
コ
－

n

こ
、
山
形
市
｛
誤
差

1
4
・N

）
、
秋
田
市
（
誤
差

1
4・
3
、
富
山
市

（
誤
差
｜
胡
・

5
の
一
一
地
点
で
、
ど
こ
を
見
て
も
直
線
か
ら
か
な
り

下
方
に
位
置
し
、
距
離
の
割
に
言
語
的
に
近
し
い
と
い
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。

こ
こ
で
、
山
陽
地
方
と
近
し
い
こ
と
は
予
想
の
つ
い
た
こ
と
で
あ

る
が
、
鳥
取
市
と
か
な
り
近
い
言
語
状
態
に
あ
る
こ
と
は
、
同
じ
山

陰
地
方
で
松
江
市
と
出
雲
市
を
飛
び
越
え
て
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
雲
伯
方
曾
区
が
雷
語
島
と
し
て
孤
立
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
納
得
さ
せ
る
。



図

E
、
広
島
市
か
ら
見
た
場
合

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
松
江
市
｛
誤
差

E
三
、

出
雲
市
（
誤
差

4

・N
）
、
秋
田
市
（
誤
差
ド
土
の
三
地
点
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
山
口
市
（
誤
差
｜
叩
・

2
、

浜
田
市
｛
誤
差
卜
日
・
0

）
、
岡
山
市
（
誤
差
1
晶
・
土
、
鳥
取
市
（
誤

差
ー
一
三
、
福
井
市
（
誤
差
！
？
三
、
金
沢
市
（
誤
差

l
N
．3
、

新
潟
市
（
誤
差

l
由
・
己
、
山
形
市
｛
誤
差
！
？
芝
、
富
山
市
（
誤

差
｜
0

・
∞
）
の
九
地
点
。

雲
伯
方
言
区
の
二
地
点
が
距
離
の
割
に
言
語
的
な
異
な
り
が
大
き

い
こ
と
は
、
予
想
し
て
い
た
通
り
で
あ
っ
た
。

他
の
地
点
は
、
・
新
潟
市
を
除
い
て
ほ
ぼ
直
線
に
沿
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
出
来
る
。
新
潟
市
が
直
線
よ
り
か
な
り
下
方
に
位
置
し
て

い
る
こ
と
は
、
図

A
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

図
F
、
岡
山
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
て
ほ
と
ん
ど
の
対
象
地
点
が
直
線
よ
り
下
に
位
置
し

て
お
り
、
言
語
的
に
開
放
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
直

線
よ
り
上
に
位
置
す
る
の
は
、
松
江
市
（
誤
差
ふ
さ
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
他
の
対
象
地
点
は
、
山
口
市
｛
誤
差

l
N
・
己
、
出
雲
市
（
誤

差

l
N
・
ご
、
浜
田
市
（
誤
差

1
5・
5
、
広
島
市
（
誤
差
｜
子
土

鳥
取
市
（
誤
差

1
5・0
）
、
福
井
市
（
誤
差

l
子
三
、
金
沢
市
（
誤

差

1
印・

S
、
新
潟
市
（
誤
差

1

5
ム
｝
、
山
形
市
（
誤
差

lω
・0
）、

い
ず
れ
も

秋
田
市
（
誤
差
｜
ω
三
、
富
山
市
（
誤
差

l
∞・

5
と、

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
分
布
の
仕
方
が
変
わ
っ
て
お
り
、
山
口
・
広
島
と
い
っ

た
同
じ
山
陽
地
方
よ
り
も
、
山
陰
地
方
の
鳥
取
・
浜
田
、
北
陸
地
方

の
福
井
・
金
沢
・
富
山
・
新
潟
な
ど
の
方
が
下
方
に
位
置
し
て
い
た

り
す
る
。

間
に
中
国
山
地
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鳥
取
市
と
こ
れ
だ
け

近
い
言
語
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
互
い
に
隣
接
す
る
兵
庫
県

か
ら
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
新
潟
市
が
非
常
に
下
の
ほ
う
に
位
置
す
る
の
は
、
他
の
山

陽
地
方
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
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図

G
、
鳥
取
市
か
ら
見
た
場
合

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
四
地
点
、
松
江
市
｛
誤
差

臼
・
己
、
福
井
市
（
誤
差

0

・
5
、
山
形
市
｛
誤
差

0

・
5
、
秋
田

市
｛
誤
差
ケ
由
｝
。
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
八
地
点
、

山
口
市
（
誤
差

l
u－
N

）
、
出
雲
市
｛
誤
差

l
M・
5
、
浜
田
市
（
誤

差

1
5・
5
、
広
島
市
｛
誤
差
！
？
三
、
岡
山
市
｛
誤
差

l
E・
5
、

金
沢
市
（
誤
差
！
ω
・
土
、
新
潟
市
（
誤
差

l
m・
5
、
富
山
市
（
誤

差

l
晶
・
こ

岡
山
市
か
ら
見
た
場
合
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
雲
伯
方
言
区
の
二

地
点
が
直
線
を
は
さ
ん
で
上
下
に
大
き
く
離
れ
、
且
つ
距
離
が
遠
い



出
雲
市
の
ほ
う
が
言
語
的
に
近
し
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
の
が

お
も

L
ろ
い
。
こ
の
図
か
ら
見
る
と
、
松
江
市
の
ほ
う
が
特
殊
で
あ

る
と
言
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
が
、
互
い
を
比
較
す

る
と
非
常
に
近
し
い
こ
地
点
に
何
故
こ
れ
だ
け
大
き
な
差
が
生
じ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

図
H
、
福
井
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
た
場
合
、
対
象
地
点
が
直
線
よ
り
上
か
下
か
ど
ち
ら

か
一
方
に
偏
っ
て
い
る
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
松
江
市
（
誤
差
や
己
、

出
雲
市
（
誤
差
ド
ご
、
鳥
取
市
（
誤
差
。
・

5
、
山
形
市
（
誤

差
∞
・

3
、
秋
田
市
（
誤
差
∞
・

5

の
五
地
点
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
山
口
市
（
誤
差

l
A・晶）

浜
田
市
（
誤
差
｜
∞
・
こ
、
広
島
市
（
誤
差
！
日
目
芝
、
岡
山
市
（
誤

差

l
A
・0
）
、
金
沢
市
（
誤
差
｜
喧
・

5
、
新
潟
市
（
誤
差

lι
・
ご
、

富
山
市
（
誤
差
1

－0

・
こ
の
七
地
点
。

こ
の
分
布
を
見
る
と
、
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
い
ず

れ
も
辺
境
で
、
福
井
は
京
都
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
や
は

り
京
都
文
化
の
影
響
が
か
な
り
強
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
京
都
u

文
化
の
影
響
が
強
い
と
思
わ
れ
る
金
沢
市
・
富

山
市
も
予
想
ど
お
り
非
常
に
言
語
的
に
近
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

図
I
、
金
沢
市
か
ら
見
た
場
合

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
三
地
点
、
松
江
市
（
誤
差

十
三
、
山
形
市
（
誤
差
日
0

・
品
）
、
秋
田
市
（
誤
差
∞
・
0

）
。
直

線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
八
地
点
、
山
口
市
（
誤
差

i
品・

2
、

浜
田
市
（
誤
差
｜
∞
・
0

）
、
広
島
市
（
誤
差

l
N・
凹
）
、
岡
山
市
（
誤

差

l
聞
こ
、
鳥
取
市
（
誤
差

l
u－
C
、
福
井
市
（
誤
差

l
∞・

5
、

新
潟
市
（
誤
差
｜
ι
．3
、
富
山
市
（
誤
差
｜
由
・
と
。
出
雲
市
（
誤

差

1
0・
こ
は
、
ほ
ぽ
直
線
上
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
福
井
の
場
合
と
同
様
、
京
都
文
化
の
影
響
が
考
え
ら
れ

る
が
、
図

H
で
は
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
た
出
雲
市
・
鳥
取
市

が
こ
こ
で
は
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
京
泊

都
文
化
の
影
響
は
そ
れ
に
隣
接
す
る
福
井
市
ほ
ど
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

新
潟
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
て
、
ほ
と
ん
ど
の
対
象
地
点
が
直
線
よ
り
下
に
位
置

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
言
語
的
に
開
放
的
で
あ
る
と
い
う
が
で
き
よ

・つ。

図
J
、

直
線
よ
り
上
に
位
置
す
る
の
は
、
山
形
市
（
誤
差

岡
市
（
誤
差
や
ど
の
二
地
点
の
み
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
の
は
、
山
口
市
（
誤
差

1
5・
土
、
松

江
市
（
誤
差

l

－2
、
出
雲
市
（
誤
差
｜
吋
・

5
、
浜
田
市
（
誤
差

。・間）

秋



ー
コ
・
こ
、
広
島
市
（
誤
差

1
由
・
日
）
、
岡
山
市
（
誤
差

1

5
・
2
、

鳥
取
市
（
誤
差
｜
∞
・

5
、
編
井
市
（
誤
差
｜
干
ご
、
金
沢
市
（
誤

差

l
A
・
3
、
富
山
市
（
誤
差
ー
一
三
の
一

O
地
点
。

同
じ
北
陸
地
方
の
対
象
地
点
よ
り
も
、
距
離
の
離
れ
た
対
象
地
点

が
言
語
的
に
近
し
い
こ
と
を
示
す
な
ど
、
奇
妙
な
分
布
を
し
て
い
る
。

新
潟
市
は
、
ほ
と
ん
ど
の
対
象
地
点
と
平
均
的
に
非
常
に
近
し
い

言
語
状
態
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
新
潟
市
が

地
理
的
位
置
か
ら
も
言
語
情
報
の
発
信
地
と
し
て
は
考
え
に
く
い
こ

と
か
ら
、
特
徴
的
な
こ
と
で
あ
る
。

図

K
、
山
形
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
た
場
合
、
近
く
の
都
市
は
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
、

岡
山
市
以
遠
の
都
市
は
松
江
市
を
除
い
て
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る

と
い
う
、
奇
妙
な
分
布
を
示
し
て
い
る
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
鳥
取
市
（
誤
差

0

・
5

億
井
市
（
誤
差

l
由
・
三
、
金
沢
市
（
誤
差
呂
晶
）
、
新
潟
市
（
誤

差

1
D
E
m
）
、
秋
田
市
（
誤
差

N

・
品
）
、
富
山
市
（
誤
差
由
。
）
の

六
地
点
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
山
口
市
（
誤
差

l
m－
N

）

出
雲
市
（
誤
差

l
M
・
5
、
浜
田
市
（
誤
差

1
4
．N

）
、
広
島
市
（
誤

差
！
？
芝
、
向
山
市
（
誤
差

1ω
・0
）
の
五
地
点
。

松
江
市
（
誤
差

1
D・
こ
は
、
距
離
帥
に
見
合
っ
た
位
置
に
あ
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

同
じ
東
北
地
方
で
、
言
語
的
に
近
し
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
秋
回

が
、
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
驚
き
で
あ
る
。

ま
た
、
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
都
市
の
う
ち
、
他
の
四
地

点
か
ら
見
て
そ
う
近
し
い
と
は
思
え
な
か
っ
た
出
雲
市
が
、
同
じ
よ

う
な
相
違
度
で
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

図

L
、
秋
田
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
る
と
、
山
形
市
ほ
ど
は
っ
き
り
し
て
は
い
な
い
も
の

の
、
や
は
り
近
く
の
都
市
の
ほ
う
が
直
線
よ
り
上
に
位
置
す
る
と
い

う
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
振
れ
方
は
山
形
市
の
場
合
よ
り
も
大
き
く
、

山
形
よ
り
も
言
語
的
に
孤
立
し
て
い
る
と
言
え
る
。

山
形
と
比
べ
る
と
、
全
体
的
に
相
違
度
が
上
が
っ
た
感
じ
で
あ
る

が
、
そ
の
中
で
浜
田
市
と
岡
山
市
の
相
違
度
が
あ
ま
り
変
化
し
て
い

な
い
の
が
不
思
議
で
あ
る
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
八
地
点
、
松
江
市
｛
誤
差

ω
・
3
、

広

島

市

｛

誤

差

円

三

、

鳥

取

市

（

誤

差

－

5
、
福
井

市
（
誤
差
や
さ
、
金
沢
市
｛
誤
差
∞
・
0

）
、
新
潟
市
（
誤
差

喧
－

U

）
、
山
形
市
（
誤
差

N

土
、
富
山
市
（
誤
差

4
5
0

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
三
地
点
、
山
口
市
（
誤
差
－

0

・
土
、
浜
田
市
（
誤
差

1
4
・
3
、
富
山
市
（
誤
差
｜
∞
・

5
0

出
雲
市
（
誤
差

1
0
・
ど
は
ほ
ぼ
距
離
に
見
合
っ
た
位
置
に
あ
る
と

25 



言
え
よ
う
。

図

M
、
富
山
市
か
．
ら
見
た
場
合

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
松
江
市
（
誤
差

山
形
市
（
誤
差
∞
・
0

｝
、
秋
田
市
（
誤
差

る。

4

・0
）

∞

品

）

の
三
地
点
で
あ

そ
の
他
の
対
象
地
点
は
す
べ
て
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
お
り
、

山
口
市
（
誤
差

l
N
・
5
、
出
雲
市
（
誤
差
｜

N
3
、
浜
岡
市
（
棋

盤
宜
！
日
・
芝
、
広
島
市
（
誤
差
｜
D

・
5
、
岡
山
市
（
誤
差

l
∞
・
芝
、

鳥
取
市
｛
誤
差

l
A
ご
、
福
井
市
（
誤
差

1
5・
こ
、
金
沢
市
（
誤

差
｜
由
之
、
新
潟
市
（
誤
差
｜
】
主
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
対
象
地
点
が
直
線
よ
り
下
に
位
橿
し
て
い
る
な
か
、

東
北
地
方
の
二
地
点
と
松
江
市
と
い
う
辺
境
だ
け
が
直
線
よ
り
上
に

位
置
し
て
お
り
、
金
沢
市
の
場
合
と
同
様
、
徳
井
市
ほ
ど
で
は
な
い

も
の
の
か
な
り
の
京
都
文
化
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

26 
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包
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一一一一 I 一一」一一一一一一 J_. ヘ
？
と

結
論

本
稿
で
は
、
研
究
者
聞
で
言
わ
れ
て
い
る
「
日
本
海
沿
岸
一
得
が

も
と
も
と
か
な
り
似
た
言
語
状
態
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
京
都
の
方
言

が
進
出
し
て
こ
れ
を
中
断
し
た
」
と
い
う
仮
説
を
基
に
、
一
三
都
市
を

選
定
し
検
証
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
次
の
よ
う
な
事

が
脅
え
る
か
と
思
う
。

ま
ず
、
島
根
県
内
部
の
事
に
関
し
て
述
べ
る
と
、
同
じ
雲
伯
方
言

区
に
入
る
出
雲
と
松
江
に
各
対
象
地
点
で
開
き
が
見
ら
れ
、
か
つ
松

江
の
ほ
う
が
出
雲
よ
り
も
閉
鎖
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
従
来
の
研
究

擦
で
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
出
雲
ば
か
り
で
筆
者
自
身
出

雲
が
閉
鎖
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
非
常
に
篤
き
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
全
体
的
に
見
る
と
、
や
は
り
浜
田
を
含
む
石
見
方

言
区
と
雲
伯
方
言
区
の
対
立
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
雲
伯
方
言
区

が
閉
鎖
的
な
の
に
比
べ
浜
田
は
非
常
に
開
披
的
で
、
山
陽
色
が
濃
い

と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

他
の
中
国
地
方
と
出
雲
地
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
ど

の
地
点
か
ら
見
て
も
大
き
な
差
が
あ
り
、
親
近
性
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

こ
の
事
は
、
聞
に
中
国
山
地
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
あ
ま
り

交
流
が
な
か
っ
た
と
説
明
で
き
る
。
隣
県
の
鳥
取
と
の
相
違
は
、
鳥

取
は
岡
山
と
言
語
的
に
近
し
い
と
言
え
る
こ
と
か
ら
、
共
に
そ
の
隣

県
で
あ
る
兵
庫
県
と
の
交
流
が
密
で
あ
っ
た
の
で
は
な
．
い
か
と
考
え
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ら
れ
る
。

北
陸
地
方
と
出
雲
地
方
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
新
潟
以

外
の
都
市
と
は
か
な
り
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
福
井
・
金

沢
・
富
山
と
い
っ
た
地
方
は
そ
の
文
化
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
京

都
文
化
の
臨
時
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昔
話
も
そ

の
影
響
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
福
井
は
、
研
究
書
に
よ
っ
て

は
京
都
・
滋
賀
と
共
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
で
、
今
回
の
検

証
で
も
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
新
潟
が
、
他
の
三
つ
の
対
象
地
点
に

比
べ
ほ
と
ん
ど
の
対
象
地
点
か
ら
見
て
言
語
的
に
近
し
い
こ
と
を
示

し
た
の
は
、
地
理
学
上
で
は
こ
の
四
つ
の
都
市
は
北
陸
地
方
と
さ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
方
言
学
上
で
は
福
井
・
金
沢
・
富
山
を
北
陸
方
言
、

新
潟
を
結
後
方
言
と
し
て
区
別
し
、
こ
の
越
後
方
言
は
東
海
道
の
ほ

う
と
近
し
い
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
開
放
的
で
あ
る
と
説
明
で
き
る
。

東
北
地
方
と
出
雲
地
方
の
関
係
は
ど
う
か
。
予
想
し
て
い
た
寝
の

親
近
性
は
無
か
っ
た
が
、
他
の
対
象
地
点
に
比
べ
る
と
非
常
に
距
離

が
離
れ
て
い
る
割
に
は
言
語
的
に
近
し
い
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
・
特
に
こ
の
両
地
方
が
閉
鎖
的
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
言
語
的
に
近
し
い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の
検
証
で
は
ま
だ
完
全
な
形
で
は
な
い

が
、
多
少
は
今
ま
で
言
わ
れ
て
い
た
仮
説
を
証
明
す
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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